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「電気設備の技術基準の解釈」の改正の概要

平成２３年７月１日

原子力安全・保安院

電 力 安 全 課

１．条文構成の組替え及び表現の適正化

今般の改正前後において電気設備に関する技術基準を定める省令（以下「省令」とい

う。）に定める技術基準への適合性判断等、これまでの法執行業務における運用は変えな

いことを前提として、条文構成の見直し、表現の適正化及び用語の定義の整理を行う。ま

た、省令に定める技術基準への適合性判断に関係する事項のうち、現在、電気設備の技術

基準の解釈（以下「解釈」という。）の解説中に記載されているものについて、新たに解

釈において示すこととする。

２．「電気施設技術基準国際化調査（電気設備）」に係る改正

（１）鉄骨造等の建造物における等電位ボンディング（第１８条）

従来より、解釈においては単独接地（Ａ種、Ｂ種、Ｃ種及びＤ種接地）による接地

工事を示している。一方、ＩＥＣ規格では等電位ボンディングを施した統合接地によ

る接地工事が規定されており、海外ではこの方式による接地工事が広く行われている

ところ。平成２１年度「電気施設技術基準国際化調査」（以下「国際化調査」という。）

において、等電位ボンディングによる接地工事について、省令に規定する技術基準を

満足するものであるとの結論が得られたことを踏まえ、等電位ボンディングによる接

地工事により施設できることを新たに解釈において示す。

（２）ＩＥＣ６１９３６－１規格の改定への対応（第２１９条）

高圧又は特別高圧の電気設備は、解釈第７章に示すＩＥＣ ６１９３６－１規格に

より施設できることを示しているが、平成２１年度国際化調査において、同規格の改

定案についても省令に規定する技術基準を満足するものであることが確認されたこ

とを踏まえ、引用する規格を改定された同規格に改める。

３．「電気設備技術基準関連規格等調査」に係る改正（第９条、第４０条、第５６条、第５

７条、第１２２条、第１６３条、第１８３条）

解釈に引用しているＪＩＳについて引用後に改正されたものにつき、最新のＪＩＳを

引用することの妥当性を平成２１年度「電気設備技術基準関連規格等調査」において調

査・検討した結果、妥当であるとの結論が得られたものについて改正を行う。

４．「日本電気技術規格委員会規格」に係る改正

（１）高圧又は３５ｋＶ以下の特別高圧のケーブルをケーブル用防護具に収める場合の
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植物との離隔距離（第７９条、第１０６条）

高圧又は３５ｋＶ以下の架空電線と植物との離隔を示した第７９条及び第１０６

条について、日本電気技術規格委員会において、日本電気技術規格委員会規格 ＪＥ

ＳＣ Ｅ２０２０（２０１０）「耐摩耗性能を有する『ケーブル用防護具』の構造及

び試験方法」が制定され、同規格が省令に規定する技術基準を満足することの確認、

及び解釈への引用要請がなされたことを踏まえ、同規格の規定により施設できること

を新たに解釈において示す。

（２）臨時電線路として使用する３５ｋＶ以下の特別高圧絶縁電線を特別高圧防護具に

収める場合の造営物との離隔距離（第１３３条）

臨時電線路として使用する電線と造営物との離隔距離を規定した第１３３条につ

いて、日本電気技術規格委員会において、日本電気技術規格委員会規格 ＪＥＳＣ

Ｅ２０２１（２０１０）「臨時電線路に適用する防護具及び離隔距離」が制定され、

同規格が省令に規定する技術基準を満足することの確認、及び解釈への引用要請がな

されたことを踏まえ、同規格の規定により施設できることを新たに解釈において示す。

（３）引用ＪＥＳＣ規格の改定への対応（第１５条、第１６条、第２０条）

解釈に引用しているＪＥＳＣ規格で改正されたものにつき、最新のＪＥＳＣ規格が

省令に規定する技術基準を満足することの確認、及び解釈への引用要請がなされたこ

とを踏まえ、新しいＪＥＳＣ規格に改める。


